
松本キャンパスのはじまり

―信州大学誕生 その２―

大学史資料センター

福島正樹

「昼どきセミナー」 20191113
於：中央図書館

配布用資料



あがたの森：松本高等学校

松本高等学校校舎・松本中学校校舎等：松本医学専門学校

旧陸軍第五十連隊兵営：松本医学専門学校
（1948年松本医科大学）

松本市立病院：松本医学専門学校附属医院
松本医科大学附属医院
信州大学医学部附属病院

大 学 開 学

（旧陸軍第五十連隊兵営）：医学部
附属病院

松本キャンパスへの統合

1919年

1944年

1949年

1950年代～1970年代

文理学部

人文学部・理学部

1946年

1953～60年

松本キャンパスの変遷

1973 1969

人文学部・理学部 1966

旭

信 州

1949年



竹内松次郎（1884～1977）
松本医科大学長、信州大学創設事務責任者、信州大学医学部長
東京帝国大学医学部名誉教授

1884年 誕生（福井県丹生郡大虫村）
1907年 東京帝国大学医科大学入学
1912年 東京帝国大学医科大学助手
1917～20年 文部省外国留学生（血清学・免疫学） 米英独伊

仏に留学
1922年 東京帝国大学教授（医学部黴菌学教室初代教授）

1937年 欧米出張 ドイツ国ゲッチンゲン大学創立200周
年記念式典など参列。→「学都松本」



1944年 松本医学専門学校校長として松本に赴任
1945年 東京帝国大学定年退職

1946年 旧陸軍歩兵第五十連隊駐屯地を松本医専
キャンパスとして確保

→キャンパス植樹
「官舎之記」
「学都松本」

1948年 松本医科大学学長

信州大学実施準備委員会委員長
信州大学創立事務責任者→

1949年 信州大学初代医学部長

1949年 福井大学学長（～1954年）
1977年 死去(92歳)



松本医学専門学校と 校長竹内松次郎の
キャンパス構想

1944年2月：松本医学専門学校設置

校長：東京帝国大学医学部名誉教授竹内松次郎。

校舎定まらず：松本高等学校→松本中学校

戦後・・・
1946年2月：竹内松次郎、物部長野県知事と会談

旧兵営・練兵場を松本医学専門学校の用に供する件

1946年4月：旧歩兵第五十連隊跡地に移転

「構内地域植樹の事」
1946年12月15日：校長官舎に移転

→1947年1月5日 漢詩「官舎之記」
1947年7月：随筆「学都松本」
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中
信
地
方
の
連
山(

北
ア
ル
プ
ス
）は
、
盆
地
で

あ
る
松
本
平
を
囲
ん
で
い
る
。

松
本
の
北
の
端
、
旧
兵
営
の
跡
は
、
戦
後
に
校

庭
と
な
り
、
文
教
が
講
武
に
代
わ
った
。

そ
こ
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
桜
の
木
を
知
って
い
る

か
。

春
の
川
、
遠
く
に
雪
を
い
だ
く
山
が
見
え
る
。

構
内
は
５
万
坪
、
校
舎
は
１
万
坪
。

そ
の
北
の
隅
に
小
さ
な
家
が
あ
り
、
改
造
し
て

官
舎
と
し
た
。

去
年
の
１
２
月
半
ば
（１
５
日
）、
御
母
家
（お

も
や
）よ
り
移
った
。

部
屋
の
中
は
本
の
片
付
け
も
ま
だ
終
え
て
い
な

い
が
、
ゆ
った
り
と
、
新
年
を
迎
え
た
。

漢
詩
の
原
稿
は
ま
だ
で
き
て
い
な
か
った
が
、
松
田
君

が
尋
ね
て
き
た

丁
亥
（昭
和
22
年
）
1
月
5
日
朝

十
松



（前
略
）

こ
の
部
分
に
、
１
９
３
７
年
の
ド
イ
ツ

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン

で
の
経
験
を
記
す
）

1
、
明
治
の
興
隆
時
代
に
（今
よ
り
約
４
０
年

前
の
こ
ろ
よ
り
）、
信
州
人
が
常
に
希
望
の
夢
に

え
が
き
た
る
「信
州
大
学
」
は
、
昭
和
の
大
敗
戦

を
待
た
ざ
れ
ば
そ
の
実
現
の
緒
に
就
く
機
会
を

与
え
ら
れ
ざ
り
し
と
い
う
も
、
亦
世
界
文
化
進

歩
史
の
「共
通
原
則
」の
支
配
に
漏
れ
ぬ
一
例

な
ら
ん
や
。
而
も
是
れ
「禍
を
転
じ
て
、
福
と

な
さ
ん
」と
す
る
人
生
の
崇
高
事
業
の
一
つ
な

ら
ん
。

竹
内
松
次
郎
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都
松
本
」
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７
年
7
月



1
、
嗚
呼
、
昭
和
１
９
年
（１
９
４
４
）４
月
創
設
せ

ら
れ
た
る
「松
本
医
学
専
門
学
校
」が
、
所
詮
、
将

来
の
「松
本
医
科
大
学
」の
前
身
た
る
べ
き
「
運
命
」

を
担
い
お
り
し
や
。
「松
本
医
科
大
学
」の
校
舎
に

宛
て
ら
る
る
べ
き
場
所
は
、
旧
「松
本
歩
兵
第
五
十

部
隊
」の
跡
な
り
。
明
治
中
期
以
来
「武
」の
道
場
な

り
し
こ
の
場
所
が
、
「文
化
」の
中
心
地
と
な
り
、
其

「兵
舎
」は
転
じ
て
「校
舎
」に
改
造
せ
ら
れ
、
真
の

「総
合
大
学
」た
ら
ん
と
す
る
「
因
縁
」は
、
「学
都

松
本
」の
に
な
い
お
る
所
な
ら
ず
や
。

1
、
余
は
、
「松
本
医
科
大
学
」創
設
の
時
運
に
際

会
し
て
、
「松
本
市
の
歴
史
」「
地
理
」、
「学
都
と
し

て
の
資
格
要
素
」、
「山
川
の
風
情
」、
将
来
に
於
け

る
「月
沈
原
の
学
都
」の
如
き
「学
都
松
本
」の
小
冊

子
を
寄
稿
す
る
達
筆
な
る
「学
徒
」が
発
生
せ
ん
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
な
り
。

而
し
て
余
は
、
１
０
０
年
後
に
、
更
に
２
０
０
年
の

後
、
否
永
久
に
継
続
す
べ
き
こ
の
「学
都
松
本
」の
理

想
的
発
展
進
化
を
念
願
す
る
も
の
な
り
。

（昭
和
２
２
年
丁
亥
７
月
１
４
日
５
時
草
此
小
文
）
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１
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１
年
以
後
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イ
ン
ス
ト
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ー
ト

現
在
の
正
門

旧
正
門

１
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４
８
年
米
軍
航
空
写
真



１
９
７
５
年



1963年の旭キャンパスとメインストリート



2007（平成19）年のキャンパスと旧メインストリート。




